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●地域交通機関運行維持対策事業

　町内では、地域間幹線系統バスの小林都城線や広域的コ

ミュニティバスの小林並木線、町内全域を対象とした乗合タ

クシーが運行されています。公共交通は、地域の足として、

これからも持続可能な運行を実現できるよう、寄附金の活用

を図ります。

●たかはる夏まつり補助金

　本町の一大イベント『まつり高原』は、地域の魅力を広く

発信し、多くの来場者でにぎわう交流の場となっています。

ふるさと納税でいただいた寄附金は、このまつりの運営や内

容の充実に活用し、伝統文化の継承や地域のにぎわい創出に

つなげています。今後も、訪れる人と地域の人がともに楽し

める魅力あるまつりづくりに取り組んでいきます。

町の発展のために次のような事業に活用しています◆ 寄附金の用途

頂いた寄附金は、町の発展のために次のような事業に活用しています◆寄附金の用途
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　近年、地方創生への関心が高まる中、企業版ふるさと納税は、地域活性化に欠かせない存在となっています。

本町もこの制度を活用し、様々なプロジェクトを推進しています。
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企業版関係人口づくり事業

　町にゆかりある企業（企業版関

係人口）に、高原町の課題解決や

活性化の一翼を担っていただくた

めの仕掛けや仕組みづくり

【具体的な事業案】

・企業版関係人口づくり

　推進協議会の活動

・体験型アクティビティ開発

日本航空連携事業

　日本航空株式会社（JAL）と県内自治体で唯一となる連携協定のも

と、本町では子どもたちの学びを深める体験型の取り組みを推進し

ています。現場の空気に直接触れることで、子どもたちが「見て・

感じて・考える」機会を創出し、将来の夢や可能性を広げます。

【具体的な事業案】

・陸上日本選手権 in 国立競技場

・JAL アスリートアカデミー in 高原

『高原町を未来へ！ 企業版ふるさと納税で支える地方創生プロジェクト』

企業名 寄附金額

　株式会社カンパイ 　非公表

　株式会社原田建築塗装 　152,000円

　株式会社アイキューブドシステムズ 　非公表

　山王道路機工株式会社 　非公表

　株式会社武田ポンプ店 　100,000円

　リフェコ株式会社 　100,000円

　株式会社都城北諸地区清掃公社 　500,000円

　あさひ生コン株式会社 　非公表

　センコービジネスサポート株式会社 　非公表

　株式会社宮崎太陽銀行 　非公表

　株式会社KUOE GLOBAL 3,000,000円

　エムトラスト株式会社 12,000,000円

　MXモバイリング株式会社 500,000円

　株式会社NEXT ONE 非公表

　他４社

　合　　計 　26,322,200円

　令和７年度から高原町ふるさと納税の新たな返礼品となったものを一部紹介します

ローゼルユカリの里

ハイビスカスローゼルパ
ウダー

合同会社ながのファーム
黒にんにくピューレ

上野駿
高原町産ヒノヒカリ玄米30kg

杜の酵素808

デトックス体験

株式会社ミートインフォメー

ションネットワーク宮崎工場

株式会社曽山養豚

ソヤマポークの焼肉・炒
め物用セット

株式会社水寿

クレソンパウダー

◆ 新規返礼品

【お問い合わせ先】　

　奥霧島地域商社ツナガルたかはる㈱

　☎０９８４‐２１－２６４０

　mail：info@furusato-takaharu.net

出品者募集中！まずはご相談ください

出品者募集中！まずはご相談ください

～この他にも続々ラインナップ中～

有限会社クリンシア

はたらくくるまアイシン
グクッキー宮崎牛ウデ肉(焼肉用)

　子育て支援や、福祉支援、産業振興支援といった通常の寄附金の使い道に加え、以下の２つの

使い道の下、ふるさと納税の寄附を募りました。

陸上日本選手権 in 国立競技場陸上日本選手権 in 国立競技場 JAL アスリートアカデミー in 高原

（4.27 時点）

（寄附件数 25,799 件）
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活性化の一翼を担っていただくた
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【具体的な事業案】
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　推進協議会の活動
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　MXモバイリング株式会社 500,000円

　株式会社NEXT ONE 非公表

　他４社

　合　　計 　26,322,200円

　令和７年度から高原町ふるさと納税の新たな返礼品となったものを一部紹介します
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出品者募集中！まずはご相談ください

出品者募集中！まずはご相談ください

～この他にも続々ラインナップ中～

有限会社クリンシア

はたらくくるまアイシン
グクッキー宮崎牛ウデ肉(焼肉用)

　子育て支援や、福祉支援、産業振興支援といった通常の寄附金の使い道に加え、以下の２つの
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令和８年度職員体制

小中学校　校長

新規採用職員

企画政策課　地域振興係
（官民連携推進室兼務）

小牧　篤史

健康課　健康推進係
（子育て支援係）

末永　麻衣子
福祉課　高齢者あんしん係

永吉　歩
福祉課　高齢者あんしん係

大迫　真由

税務課　課税係

花牟禮　菜々
国民健康保険高原病院

事務室

大下　将史
総務課　財政係

末山　明莉
総務課　危機管理係
（福祉係兼務）

横山　壱樹

町民課　住民係

今西　湖雪
教育総務課　社会教育係

黒澤　良太
建設水道課　建設係

野﨑　幸
企画政策課　企画政策係
（宮崎県交流職員）

囿田　かえで

　令和８年度の新規採用職員を紹介します。今回、新たに11名が採用されました。

高原中学校　校長

◎肝付　正籍
高原小学校　校長

武田　透

退職者

令和８年３月 31 日退職された方は次のとおり

です。（氏名のみ紹介）

釡　眞由美
田中　博幸
酒匂　政利
増田　仁志
里岡　百合子
瀬戸口　洋介
山下　杏奈
塩見　慎吾

高尾　千春
轟木　聖也
直野　久雄
川越　秀樹
清水　梨那（交流期間終了）

令和８年度の高原小中学校の校長先生を紹介します。

（※「◎」転任者）

副 主 幹　　　　　　東　　　浩　二

副 主 幹　　　　　　新　福　浩　史

副 主 幹　　　　　　松　﨑　幸　子

副 主 幹　　　　　　中　西　春　代

副 主 幹　　　　　　金　丸　　　恵

副 主 幹　　　　　　田　上　江　美

副 主 幹　　　　　　五反田　竜　太

副 主 幹　　　　　　北之園　直　明

副 主 幹　　　　　　永　田　武　士

主　　査　　　　　　鶴　田　静　香

主任技師　　　　　　南　　　大　成

技　　師　　　　　　高牟禮　春　佳

事 務 長　　　　　　外　村　英　樹

医療事務調整室長　　中別府　千　重

事務次長　  　　　　西　元　隆太朗

主　　査　　　　　　黒　木　智　也

主任主事　　　　　　大　下　将　史

教育総務課　(直通 42-1484）

課　　長　　　　　　馬　場　倫　代

教育対策監　　　　　安　影　亜　紀

国民スポーツ大会・全国障害者スポー

ツ大会推進対策監　　岸　元　誠　樹

学校教育係長　　　　山　下　浩　樹

副 主 幹　　　　　　久保田　雄　一

主任主事　　　　　　瀬　戸　皓　太

社会教育係長　　　　江　南　智　玄

副 主 幹            石　山　直　美

主任主事　　　　　　東　　　康　太

主　　事　　　　　　黒　澤　良　太

文化財係長（社会教育係兼務）

　　　　　　　　　　大　學　康　宏

主査（社会教育係兼務）

　　　　　　　　　　吉　元　伸　一

国民スポーツ大会・全国障害者スポー

ツ大会推進室長　　　大　丸　晋　平

主　　査　　　　　　留　山　貴　裕

主　　査　　　　　　留　山　裕　伍

選挙管理委員会

書記長（併任）　　　 横　田　秀　二

書記（併任）　　　　 芝　田　和　之

書記（併任）　　　　 大　坪　由　良

書記（併任）　　　 　早　野　由利加

書記（併任）　　　 　今　西　光　大

公平委員会

主事（併任）　　　　 森　山　　　業

主事（併任）　　　　 外　村　美保子

主事（併任）　　　　 小久保　さあや

  

固定資産評価審査委員会

書記（併任）　　　　 久保田　修　平

　

監査 　 

書記（併任）　　　　 森　山　　　業

書記（併任）　　　　 外　村　美保子

書記（併任）　　　　 小久保　さあや

農産園芸係長　　　　山　路　昌　志

主　　査　　　　　　正入木　莉　奈

畜産係長　　　　　　瀬戸山　博　文

副 主 幹　　　　　　鳥　集　悠　太

主　　事　　　　　　原　賀　絢　都

課長補佐兼

農村整備係長　　　　田　中　伸一郎

主　　査　　　　　　下　村　裕　太

主　　事　　　　　　東　　　優　汰

主　　事　　　　　　原　重　雄　大

建設水道課　（直通 42-4959）

課　　長　　　　　　中別府　和　也

管理係長    　　　　小久保　祐　太

主　　幹　　　　　　上　野　早百合

主　　査　　　　　　井　尻　詩　織

建設係長　　　　　　古　川　潤　二

副 主 幹            川　平　　　誠

主　　事　　　　　　白　石　晄　毅

主　　事　　　　　　野　﨑　　　幸

課長補佐兼

水道係長　　　　　　金　丸　　　隆

副 主 幹　　　　　　宮　地　隆　行

会計課　（直通 42-2114）

統括主監兼

会計管理者兼課長　　末　永　恵　治

会計係長　　　　　　山　路　富志子

主任主事　　　　　　山　下　未　紀

議会事務局　（直通 42-5138）

事務局長　　　　 　 森　山　　　業

事務局次長　　　　  外　村　美保子

副 主 幹            小久保　さあや

農業委員会事務局　（直通 42-5134）

事務局長（併任） 　　石　山　拓　磨

事務局次長　　　　  有　村　和　俊

副 主 幹　 　     　正入木　潤　一

主　　査　　　　　　榎　田　さや佳

国民健康保険高原病院 (直 42-1022）

病 院 長　　　　　　池　田　直　徳

副病院長　　　　　　永　友　宏　史

主　　幹

兼副師長　　　　　　池　村　健　一

副 師 長　　　　　　横　山　亜沙子

副 主 幹　　　　　　福　岡　のり子

副 主 幹　　　　　　髙　石　亜沙美

副 主 幹　　　　　　相　村　崇　成

主　　査　　　　　　串　間　憂　也

主　　査　　　　　　松　元　英　里

総 師 長　　　　　　古　川　裕　恵

総師長補佐　　　　　梅　木　千　恵

師　　長　　　　　　園　田　智　美

師　　長　　　　　　井　口　かおり

副 師 長            工　藤　陽　子

副 師 長　　　　　　新　田　　　彩

副 師 長　　　　　　藤　本　由加理

副 師 長　　　　　　柞　木　　　誠

副 師 長　　　　　　芝　　　香奈子

副 師 長            釘　村　潤　作

副 主 幹　　　　　　松　田　純　代

主　　事 　　　　　 今　西　湖　雪

環境係長　　　　　　松　尾　一　成

主　　査　　　　　　石　崎　宙　也

課長補佐兼

保険係長　　　　　　瀬戸山　幸　一

副 主 幹　　　　　　岸　元　あずさ

主　　査　　　　　　瀬戸口　祥　平

主任主事　　　　　　吉　村　佳奈美

福祉課　(直通 21-2422) 

課　　長　　　　　　寺　師　淳一郎

高齢者支援室長 　　 清　永　加代子

福祉係長　　　　　　東　郷　啓　之

主　　査　　　　　　下　村　美　樹

主任主事　　　　　　川　平　直　人

高齢者あんしん係長　小久保　隆　佳

副 主 幹　　　　　　岡　元　貴　博

副 主 幹　　　　　　山　路　直　樹

主　　査　　　　　　永　吉　　　歩

主任主事　　　　　　大　迫　真　由

養護老人ホーム峰寿園　(直通 42-1336) 

園　　長　　　　　　中  原　圭一郎

副 園 長　　　　　　小　城　　　恵

副 主 幹　     　　 古　川　裕　子

主　　査　　　　　　曽　山　純　子

健康課　(直通 42-4820) 

課　　長　　　　　　中　村　みどり

課長補佐（総括）兼

健康推進係長　　　　今塩屋　博　子

主　　査　　　　　　大　迫　拓　也

主　　査（子育て支援係兼務）　　　

　　　　　　　　　　新　福　裕　香

主　　査（子育て支援係兼務）

　　　　　　　　　　末　永　麻衣子

課長補佐（子育て支援担当）兼

子育て支援係長　　　南　　　健一郎

副主幹（健康推進係兼務）　　　　　

　　　　　　　　　　古　市　亜由美

副主幹（健康推進係兼務）

　　　　　　　　　　広　池　加奈子

主任主事　　　　　　長　友　将　伍

主　　事　　　　　　押領司　尚　美

商工観光課　（直通 42-2128）

課　　長　　　　　　平　　　真　樹

商工観光係長　　　　眞　方　康　孝

主　　査　　　　　　鳥　井　恭　兵

主任主事　　　　　　山　村　凱　斗

農地林務課　（直通 42-5134）

課　　長　　　　　　石　山　拓　磨

課長補佐兼農政企画係長兼

林務係長　　　　　　田　原　修　司

副 主 幹　　　　　　持　井　　　康

主任主事（農林水産省交流職員）　　

　　　　　　　　　　上　條　智　絵

副 主 幹　　　　　　恒　吉　昌　晃

主　　査　　　　　　増　田　仁　志

農畜産振興課　（直通 42-5132）

課　　長　　　　　　平　川　昌　知

町　　長　　　　　　丸　山　裕次郎

副 町 長　　　　　　池　田　善　明

教 育 長　　　　　　西　田　次　良

総務課　（直通 42-2112）

課　　長　　　　　　横　田　秀　二

課長補佐兼

行政係長　　　　　  芝　田　和　之

主　　査　　　　　　今　西　光　大

主　　査　　　　 　 早　野　由利加

主　　査　　　　 　 大　坪　由　良

財政係長　　　  　　藤　本　淳　志

主　　査　　　　　　林　　　史　弥

主　　査　　　　　　古　川　一　将

主任主事　　　　　　末　山　明　莉

危機管理係長　　　　石ヶ野　慎　也

主任主事（福祉係兼務）　　　　　　

　　　　　　　　　　吉　元　翔　平

主事（福祉係兼務）　 横　山　壱　樹

デジタル・法制係長　久保田　修　平

主　　査　　　　　　磯　脇　めぐみ

主任主事　　　　　　二　宮　航　大

宮崎県庁派遣　　　　中別府　宏　貴

宮崎県庁派遣　　　　竹　田　善　彦

霧島ジオパーク推進協議会事務局派遣

　　　　　　　　　　中　村　真　琴

農林水産省派遣　　　末　永　貴　也

公益財団法人宮崎県市町村振興協会派遣

　　　　　　　　　　中　嶋　秀　一

総務課付　　　　　　原　田　朋　子

総務課付            中　川　裕　佳

総務課付　　　　　　川　平　光　希

総務課付　　　　　　桐　原　結　花

企画政策課  ( 直通 42-2115)

課　　長　　　　　　高野瀬　博　文

企画政策係長    　　東　　　一　樹

主　　査　　　　　　平　部　真　也

主　　査　　　　　　田　原　雄太郎

主任主事 (宮崎県交流職員 )　　　　

　　　　　　　　　　囿　田　かえで

地域振興係長（官民連携推進室兼務）

　　　　　　　　　　新　福　竜　太

副 主 幹（官民連携推進室兼務）　　

　　　　　　　　　　唐仁原　美　和

主　　査（官民連携推進室兼務）　　

　　　　　　　　　　小　牧　篤　史

税務課　（直通 42-2113）

課　　長　　　　　　中　嶋　雄　二

課税係長　　　　　　六部一　智　久

主　　査　　　　　　西　　　亮　介

主　　査　　　　　　柴　内　雅　史

主　　査　　　　　　髙　原　太　郎

主任主事　　　　　　末　山　香　織

主任主事　　　　　　花牟禮　菜　々

徴収係長　　　　　　上　山　順　司

主　　査　　　　　　山　内　翔　太

町民課　（直通 42-1067）

課　　長　　　　　　江　田　雅  宏

住民係長　　　　　　坂之下　ふじみ

主　　査　　　　　　德　井　美由希
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令和８年度職員体制

小中学校　校長

新規採用職員

企画政策課　地域振興係
（官民連携推進室兼務）

小牧　篤史

健康課　健康推進係
（子育て支援係）

末永　麻衣子
福祉課　高齢者あんしん係

永吉　歩
福祉課　高齢者あんしん係

大迫　真由

税務課　課税係

花牟禮　菜々
国民健康保険高原病院

事務室

大下　将史
総務課　財政係

末山　明莉
総務課　危機管理係
（福祉係兼務）

横山　壱樹

町民課　住民係

今西　湖雪
教育総務課　社会教育係

黒澤　良太
建設水道課　建設係

野﨑　幸
企画政策課　企画政策係
（宮崎県交流職員）

囿田　かえで

　令和８年度の新規採用職員を紹介します。今回、新たに11名が採用されました。

高原中学校　校長

◎肝付　正籍
高原小学校　校長

武田　透

退職者

令和８年３月 31 日退職された方は次のとおり

です。（氏名のみ紹介）

釡　眞由美
田中　博幸
酒匂　政利
増田　仁志
里岡　百合子
瀬戸口　洋介
山下　杏奈
塩見　慎吾

高尾　千春
轟木　聖也
直野　久雄
川越　秀樹
清水　梨那（交流期間終了）

令和８年度の高原小中学校の校長先生を紹介します。

（※「◎」転任者）

副 主 幹　　　　　　東　　　浩　二

副 主 幹　　　　　　新　福　浩　史

副 主 幹　　　　　　松　﨑　幸　子

副 主 幹　　　　　　中　西　春　代

副 主 幹　　　　　　金　丸　　　恵

副 主 幹　　　　　　田　上　江　美

副 主 幹　　　　　　五反田　竜　太

副 主 幹　　　　　　北之園　直　明

副 主 幹　　　　　　永　田　武　士

主　　査　　　　　　鶴　田　静　香

主任技師　　　　　　南　　　大　成

技　　師　　　　　　高牟禮　春　佳

事 務 長　　　　　　外　村　英　樹

医療事務調整室長　　中別府　千　重

事務次長　  　　　　西　元　隆太朗

主　　査　　　　　　黒　木　智　也

主任主事　　　　　　大　下　将　史

教育総務課　(直通 42-1484）

課　　長　　　　　　馬　場　倫　代

教育対策監　　　　　安　影　亜　紀

国民スポーツ大会・全国障害者スポー

ツ大会推進対策監　　岸　元　誠　樹

学校教育係長　　　　山　下　浩　樹

副 主 幹　　　　　　久保田　雄　一

主任主事　　　　　　瀬　戸　皓　太

社会教育係長　　　　江　南　智　玄

副 主 幹            石　山　直　美

主任主事　　　　　　東　　　康　太

主　　事　　　　　　黒　澤　良　太

文化財係長（社会教育係兼務）

　　　　　　　　　　大　學　康　宏

主査（社会教育係兼務）

　　　　　　　　　　吉　元　伸　一

国民スポーツ大会・全国障害者スポー

ツ大会推進室長　　　大　丸　晋　平

主　　査　　　　　　留　山　貴　裕

主　　査　　　　　　留　山　裕　伍

選挙管理委員会

書記長（併任）　　　 横　田　秀　二

書記（併任）　　　　 芝　田　和　之

書記（併任）　　　　 大　坪　由　良

書記（併任）　　　 　早　野　由利加

書記（併任）　　　 　今　西　光　大

公平委員会

主事（併任）　　　　 森　山　　　業

主事（併任）　　　　 外　村　美保子

主事（併任）　　　　 小久保　さあや

  

固定資産評価審査委員会

書記（併任）　　　　 久保田　修　平

　

監査 　 

書記（併任）　　　　 森　山　　　業

書記（併任）　　　　 外　村　美保子

書記（併任）　　　　 小久保　さあや

農産園芸係長　　　　山　路　昌　志

主　　査　　　　　　正入木　莉　奈

畜産係長　　　　　　瀬戸山　博　文

副 主 幹　　　　　　鳥　集　悠　太

主　　事　　　　　　原　賀　絢　都

課長補佐兼

農村整備係長　　　　田　中　伸一郎

主　　査　　　　　　下　村　裕　太

主　　事　　　　　　東　　　優　汰

主　　事　　　　　　原　重　雄　大

建設水道課　（直通 42-4959）

課　　長　　　　　　中別府　和　也

管理係長    　　　　小久保　祐　太

主　　幹　　　　　　上　野　早百合

主　　査　　　　　　井　尻　詩　織

建設係長　　　　　　古　川　潤　二

副 主 幹            川　平　　　誠

主　　事　　　　　　白　石　晄　毅

主　　事　　　　　　野　﨑　　　幸

課長補佐兼

水道係長　　　　　　金　丸　　　隆

副 主 幹　　　　　　宮　地　隆　行

会計課　（直通 42-2114）

統括主監兼

会計管理者兼課長　　末　永　恵　治

会計係長　　　　　　山　路　富志子

主任主事　　　　　　山　下　未　紀

議会事務局　（直通 42-5138）

事務局長　　　　 　 森　山　　　業

事務局次長　　　　  外　村　美保子

副 主 幹            小久保　さあや

農業委員会事務局　（直通 42-5134）

事務局長（併任） 　　石　山　拓　磨

事務局次長　　　　  有　村　和　俊

副 主 幹　 　     　正入木　潤　一

主　　査　　　　　　榎　田　さや佳

国民健康保険高原病院 (直 42-1022）

病 院 長　　　　　　池　田　直　徳

副病院長　　　　　　永　友　宏　史

主　　幹

兼副師長　　　　　　池　村　健　一

副 師 長　　　　　　横　山　亜沙子

副 主 幹　　　　　　福　岡　のり子

副 主 幹　　　　　　髙　石　亜沙美

副 主 幹　　　　　　相　村　崇　成

主　　査　　　　　　串　間　憂　也

主　　査　　　　　　松　元　英　里

総 師 長　　　　　　古　川　裕　恵

総師長補佐　　　　　梅　木　千　恵

師　　長　　　　　　園　田　智　美

師　　長　　　　　　井　口　かおり

副 師 長            工　藤　陽　子

副 師 長　　　　　　新　田　　　彩

副 師 長　　　　　　藤　本　由加理

副 師 長　　　　　　柞　木　　　誠

副 師 長　　　　　　芝　　　香奈子

副 師 長            釘　村　潤　作

副 主 幹　　　　　　松　田　純　代

主　　事 　　　　　 今　西　湖　雪

環境係長　　　　　　松　尾　一　成

主　　査　　　　　　石　崎　宙　也

課長補佐兼

保険係長　　　　　　瀬戸山　幸　一

副 主 幹　　　　　　岸　元　あずさ

主　　査　　　　　　瀬戸口　祥　平

主任主事　　　　　　吉　村　佳奈美

福祉課　(直通 21-2422) 

課　　長　　　　　　寺　師　淳一郎

高齢者支援室長 　　 清　永　加代子

福祉係長　　　　　　東　郷　啓　之

主　　査　　　　　　下　村　美　樹

主任主事　　　　　　川　平　直　人

高齢者あんしん係長　小久保　隆　佳

副 主 幹　　　　　　岡　元　貴　博

副 主 幹　　　　　　山　路　直　樹

主　　査　　　　　　永　吉　　　歩

主任主事　　　　　　大　迫　真　由

養護老人ホーム峰寿園　(直通 42-1336) 

園　　長　　　　　　中  原　圭一郎

副 園 長　　　　　　小　城　　　恵

副 主 幹　     　　 古　川　裕　子

主　　査　　　　　　曽　山　純　子

健康課　(直通 42-4820) 

課　　長　　　　　　中　村　みどり

課長補佐（総括）兼

健康推進係長　　　　今塩屋　博　子

主　　査　　　　　　大　迫　拓　也

主　　査（子育て支援係兼務）　　　

　　　　　　　　　　新　福　裕　香

主　　査（子育て支援係兼務）

　　　　　　　　　　末　永　麻衣子

課長補佐（子育て支援担当）兼

子育て支援係長　　　南　　　健一郎

副主幹（健康推進係兼務）　　　　　

　　　　　　　　　　古　市　亜由美

副主幹（健康推進係兼務）

　　　　　　　　　　広　池　加奈子

主任主事　　　　　　長　友　将　伍

主　　事　　　　　　押領司　尚　美

商工観光課　（直通 42-2128）

課　　長　　　　　　平　　　真　樹

商工観光係長　　　　眞　方　康　孝

主　　査　　　　　　鳥　井　恭　兵

主任主事　　　　　　山　村　凱　斗

農地林務課　（直通 42-5134）

課　　長　　　　　　石　山　拓　磨

課長補佐兼農政企画係長兼

林務係長　　　　　　田　原　修　司

副 主 幹　　　　　　持　井　　　康

主任主事（農林水産省交流職員）　　

　　　　　　　　　　上　條　智　絵

副 主 幹　　　　　　恒　吉　昌　晃

主　　査　　　　　　増　田　仁　志

農畜産振興課　（直通 42-5132）

課　　長　　　　　　平　川　昌　知

町　　長　　　　　　丸　山　裕次郎

副 町 長　　　　　　池　田　善　明

教 育 長　　　　　　西　田　次　良

総務課　（直通 42-2112）

課　　長　　　　　　横　田　秀　二

課長補佐兼

行政係長　　　　　  芝　田　和　之

主　　査　　　　　　今　西　光　大

主　　査　　　　 　 早　野　由利加

主　　査　　　　 　 大　坪　由　良

財政係長　　　  　　藤　本　淳　志

主　　査　　　　　　林　　　史　弥

主　　査　　　　　　古　川　一　将

主任主事　　　　　　末　山　明　莉

危機管理係長　　　　石ヶ野　慎　也

主任主事（福祉係兼務）　　　　　　

　　　　　　　　　　吉　元　翔　平

主事（福祉係兼務）　 横　山　壱　樹

デジタル・法制係長　久保田　修　平

主　　査　　　　　　磯　脇　めぐみ

主任主事　　　　　　二　宮　航　大

宮崎県庁派遣　　　　中別府　宏　貴

宮崎県庁派遣　　　　竹　田　善　彦

霧島ジオパーク推進協議会事務局派遣

　　　　　　　　　　中　村　真　琴

農林水産省派遣　　　末　永　貴　也

公益財団法人宮崎県市町村振興協会派遣

　　　　　　　　　　中　嶋　秀　一

総務課付　　　　　　原　田　朋　子

総務課付            中　川　裕　佳

総務課付　　　　　　川　平　光　希

総務課付　　　　　　桐　原　結　花

企画政策課  ( 直通 42-2115)

課　　長　　　　　　高野瀬　博　文

企画政策係長    　　東　　　一　樹

主　　査　　　　　　平　部　真　也

主　　査　　　　　　田　原　雄太郎

主任主事 (宮崎県交流職員 )　　　　

　　　　　　　　　　囿　田　かえで

地域振興係長（官民連携推進室兼務）

　　　　　　　　　　新　福　竜　太

副 主 幹（官民連携推進室兼務）　　

　　　　　　　　　　唐仁原　美　和

主　　査（官民連携推進室兼務）　　

　　　　　　　　　　小　牧　篤　史

税務課　（直通 42-2113）

課　　長　　　　　　中　嶋　雄　二

課税係長　　　　　　六部一　智　久

主　　査　　　　　　西　　　亮　介

主　　査　　　　　　柴　内　雅　史

主　　査　　　　　　髙　原　太　郎

主任主事　　　　　　末　山　香　織

主任主事　　　　　　花牟禮　菜　々

徴収係長　　　　　　上　山　順　司

主　　査　　　　　　山　内　翔　太

町民課　（直通 42-1067）

課　　長　　　　　　江　田　雅  宏

住民係長　　　　　　坂之下　ふじみ

主　　査　　　　　　德　井　美由希
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温か温かな見守りと支えに栄誉
　

　このたび、民生委員・児童委員として長年にわたり地域

福祉の向上にご尽力されてきた宮田信子さん（小塚区）が、

厚生労働大臣特別表彰を受賞されました。

　宮田さんは、地域の身近な相談相手として、多くの方々

を支え続けてこられ、その温かい活動と積み重ねられた功

績が高く評価されたものです。

　これまでのご尽力に感謝申し上げますとともに、今後の

ご活躍を期待いたします。

『はじ『はじまりの地』から門出を応援！
　

　３月25日、本町オリジナルの婚姻届・出生届が完成し、

お披露目会を実施しました。デザインは、西諸地域を代表

するデザイナー入江万理子氏が担当し、婚姻届は町花『み

やまきりしま』のピンク色、出生届は町木『たちばな』の

実をイメージした黄色で新たな門出を応援する明るいデザ

インとなっています。役場で届け出た方には、自宅に飾れ

る記念用届書や命名書をお渡しし、同デザインのフォト

ブースでは記念撮影を行うことができます。

防犯防犯意識向上に向けて
　

　３月23日、西諸地区生コンクリート事業協同組合（西村

賢一理事長）及び宮崎県生コンクリート協同組合連合会（木

田正美会長）から、新小学１年生へ防犯ブザーの寄贈と３

万円の寄附がありました。

　これは、新入学児童への防犯安全運動として毎年行われ

ているものです。

　子どもたちは、各自がランドセルに付けて防犯意識の向

上に努めています。

技と技と美が交差する瞬間
　

　３月21日、宮崎県体育館で開催された『宮崎県スプリン

グ大会新体操競技』において、本町を拠点に活動する小林

新体操クラブが出場しました。個人では上位入賞を果たし、

さらには公式大会初出場のメンバーで構成された団体でも

上位入賞を果たしました。小林新体操クラブの今後の活躍

が大いに期待されます。

【男子団体小学生の部】優勝：小林新体操クラブ（Cチーム）

【小学生個人の部】

 種目別（徒手）３位　　山之内　惇貴（高原小４年）

区長会

　令和８年４月から２年間、各区の

代表としてご尽力いただく区長が決

定しました。区長会長には、小久保

幸一区長（鹿児山区）、区長会副会長

には、増田正澄区長（蒲牟田区）が

就任されました。就任及び退任され

た区長は次のとおりです。（敬称略）

〇新たに就任された区長

〇引き続き就任される区長
花堂区長　　　村田　経典

蒲牟田区長　　増田　正澄

北狭野区長　　石橋　峰晴

湯之元区長　　松石　　忠

中平区長      𦚰𦚰𦚰𦚰𦚰𦚰

上後川内区長　永友　重光

下後川内区長　大浜　公芳

川平区長　　　川平　信男

西広原区長　　西元　洋一

上麓区長　　　西村　四男

下麓区長　　　麦田　芳信

鹿児山区長　　小久保幸一

並木区長　　　山﨑　　隆

小塚区長　　　蒲生　義隆

常盤台区長　　長友　眞之

上広原区長

木下　勉
下広原区長

末山　淳一
出口区長

室屋　
みねお　
巳子生

〇退任された方
南狭野区　　

　栢木　信治

祓川区　　

　宮永　吉郎

上広原区　

　西脇　京春

出口区　

　中島　勤

南狭野区長

松山　徹

祓川区長

木田　信吉

在任中は大変お世話になりました。 引き続きよろしくお願いします。

よろしくお願いします。
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子ど子どもたちの健全育成を支援
　

　４月21日、中央公民館で高原町ゴルフ協会（芝田佳和会

長）から高原小学校（武田透校長）及び高原中学校（肝付

正籍校長）へ寄附金の贈呈がありました。

　３月に実施された高原町ゴルフ協会主催のチャリティー

ゴルフ大会で、子どもたちの健全育成に活用してもらおう

と参加者から106,442円の寄附金が集まりました。

　寄附金は高原小学校、高原中学校において、児童生徒の

健全育成が図られるものに活用されます。

心ひ心ひとつに、新たな一歩
　

　４月15日、町民体育館にて、高原町スポーツ少年団結団

式が行われました。新たな一年への決意を胸に、これから

始まる活動にむけて気持ちを一つにしました。

　日本スポーツ少年団団員綱領唱和では、団員を代表して

森田亜蘭さん・奈須新汰さん（錬心舘空手たかはる中央）

の二名が堂々と読み上げ、力強い声が会場に響き渡りまし

た。参加者一人ひとりがその言葉をかみしめ、スポーツを

通じた成長と仲間との絆を改めて感じる機会となりました。

あ ら ん あ ら た

新人新人戦を圧巻の勝利で飾る！
　

　４月11日、県西地区サッカー新人戦が高原町総合運動公

園多目的広場にて開催されました。多くのチームが参加す

る中、高原町スポーツ少年団に所属するFC.
バティックス

VERTEXが、熱

戦を繰り広げ、見事優勝を手にしました。　

　選手たちは、練習の成果を十分に発揮し、いつも以上に

パワフルなプレイを魅せ、圧巻の試合を行っていました。

　県西地区サッカー新人戦を制覇したFC.VERTEXは、次大

会に向け更なる技術向上、体力向上に向け練習に励んでい

ます。FC.VERTEXの今後の活躍が大いに期待されます。

ふるふるさと大使　大野勇太さんへ寄贈
　

　高原町の『たかはるふるさと大使』であり、新しい『た

かはる学園』の校歌作詞者でもある大野勇太さんに、後川

内中学校在学時に実際に使用されていたコントラバスを寄

贈しました。

　本寄贈は、ふるさと大使としての今後の音楽活動や、本

町の魅力発信に生かしていただくことを願って行ったもの

です。多方面における今後ますますのご活躍と、さらなる

飛躍を願っています。

Town　Topics

地域地域の生命と財産を守る
　

　４月５日、高原町消防団の入退団式が挙行され、８名の

方が退団し、新たに10名の方が入団しました。

　退団者にはこれまでの活動に敬意を表するとともに、今

後の消防行政への支援をお願いし、新入団員には、町民の

生命と財産を守るため１日も早く消防技術を身に着け、火災、

災害対応に尽力するよう訓示を受けました。

　入退団者は次のとおりです。（順不同・敬称略）

〇退団者

　元女性部　部　長　岩元　礼子

　元第１部　部　長　甲斐　祥郎

　元第２部　班　長　轟木　聖也

　元第２部　団　員　外村　星河

　元第２部　班　長　川合　一生

　元第４部　団　員　中別府　寛幸

　元第５部　副部長　大谷　勇

　元第７部　団　員　藤井　康輝

〇入団者

　女性部　団　員　工藤　涼音

　女性部　団　員　松元　未美

　第１部　団　員　久保田　雄一

　第２部　団　員　帆保　鎮

　第２部　団　員　原田　武彰

　第３部　団　員　赤垣　龍飛

　第４部　団　員　大濱　大和

　第５部　団　員　横山　壱樹

　第７部　団　員　倉住　敏明

　第７部　団　員　反田　雅幸

第49第49回高原町総合畜産共進会が開催される！！
　

　３月27日、４月３日の２日間にわたり、第49回高原町総合畜産共進会（枝

肉の部・㈱ミヤチク高崎工場、種畜の部・高原畜産振興センター）が開催さ

れました。

　今回の共進会には、肉牛枝肉の部に18頭、乳用種種牛の部に18頭、肉用種

種牛の部に52頭の合計88頭の出品がありました。会場内では、地産地消と消

費拡大運動の取組として、肥育部会による宮崎牛（町内産まれ・町内肥育）

販売と酪農部会による牛乳のふるまいも行われ、町内畜産農家、関係者が一

堂に会する盛大な共進会となりました。

〇審査結果（順不同・敬称略）

　【肉用種種牛の部　グランドチャンピオン】

　『輝』号　（血統：桃白鵬×満天白清×菊福秀）

　出品者：（有）池田　常廣（常盤台区）

　【乳用種種牛の部　グランドチャンピオン】

　第３類『SWF ﾊﾟﾜｰ ｼﾞｪｯﾄｴｱｰ ﾋﾞﾝｾﾝﾄ』号

　出品者：清水　豊（常盤台区）

　【肉牛枝肉の部　グランドチャンピオン】

　第３類『ふたば２６３』号（血統：孔明桜×安福久×隆之国）

　出品者：内村　芳照（上麓区）左から 池田さん、清水さん、内村さん左から 池田さん、清水さん、内村さん
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令和７年度  専門人 材活動報告会
３月 26 日に行われた専門人材 報告会の内容を紹介します。

 つながりから生まれる挑戦

　高原町の事業共創専門官として活動し、１年目は「つながる・伝える・広がる」を

軸に土壌づくりに取り組んできました。若手事業者や移住者同士の交流の場として交

流会を開催し、新たなつながりや挑戦の芽が生まれつつあります。また、町内外での

PR 活動を通じて、高原町の魅力発信にも努めてきました。

　一方で、空き施設の利活用については、収益性や継続性といった課題も実感しまし

た。２年目はこれらの経験を踏まえ、宮崎市との連携を強化しながら、専門人材と地

域をつなぐ役割を担っていきたいと考えています。高原町が新たな挑戦の場となるよ

う、引き続き取り組んでまいります。

事業共創専門官

和田　花織

 関係人口の受入体制づくりに挑戦

　令和７年度より雇用戦略専門官として関わり、関係人口の受入体制づくりに取り組

んできました。特に課題であった滞在場所については、既存住宅の活用により拠点化

の目途が立ち、令和８年度から運用を開始できる見込みです。地域内外の人が交わる

場として、新たな交流の拠点づくりを進めていきます。また、移動手段の不足という

課題に対し、電動自転車などの導入を検討し、来訪者が町内を自由に巡れる環境づく

りを目指しています。さらに、人手不足の解消に向け、短期的に働くスポットワーカー

の受入れも進め、７年度は町外から 12 名が来訪しました。

　今後は、訪れた人が高原町の魅力をより深く感じ、再訪や関係の継続につながる仕

組みづくりに取り組んでいきたいと考えています。

雇用戦略専門官

飯田　瑠己
雇用戦略専門官

飯田　瑠己

 町の魅力を“商品”として届ける挑戦

　令和７年 1 月より副業型の専門人材として高原町に関わり、商品開発と販路拡大の

支援を行ってきました。約 1 年間で町内事業者約 10 社に対し、ヒアリングや商品づ

くりの助言を実施する中で、『たちばな』の認知や活用の難しさ、材料不足といった

課題を感じました。

　一方で、魅力ある素材や商品も多く、大きな可能性も実感しています。今後はオン

ライン相談会の実施や町外での販売機会の創出、さらに外部事業者との連携による商

品開発を進め、高原町の魅力を広く発信していきます。

物産開発専門官

宮田　紗良
物産開発専門官

宮田　紗良

 『誇りの言語化』に挑戦

　令和７年 10 月より魅力共創専門官として高原町に関わっています。私の役割は、

外に向けた PR ではなく、町に暮らす皆さんの中にある誇りや愛着を見つめ、それを

言葉として紡いでいくことです。今年度は『パターン・ランゲージ』という手法を活

用し、職員の皆さんとワークショップを実施しました。また、高原町の誇りを探るため、

町内６名へのインタビューを行い、生き方や価値観を丁寧に掘り下げています。そこ

から見えてきた言葉やエピソードを整理し、共通する価値を抽出しています。

　今後は対象者をさらに広げ、町民や子どもたちとも対話を重ねながら、高原町の魅

力を内側から言葉にし、共有できる形にしていきたいと考えています。

魅力共創専門官

阿部　有里
魅力共創専門官

阿部　有里

 企業連携による地域課題解決の挑戦

　私は企業派遣型の地域活性化企業人として令和６年７月から高原町にフルタイムで

関わっています。IT 企業での経験を活かし、既存事業者支援や新規創業の促進、特

に若者や女性が活躍できる産業づくりに取り組んできました。デジタルサービス導入

や教育版マインクラフト体験会など ICT 活用を推進し、関係人口の創出にも寄与して

います。加えて、地域内外をつなぐ新たな交流機会も創出しています。

　今後は企業リソースを生かした課題解決型事業の創出と、地域で働く選択肢として

IT 分野を広げ、若者の定着につなげるとともに、地域産業の持続的な発展にもつな

げていきます。

地域産業創生官
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地域産業創生官
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 地域資源を活かす挑戦

　東京の企業から派遣され、産業創生課で業務支援に携わっています。地元に近い高

原町で働けることに縁を感じながら、観光ガイド育成や森の体験活動、わさび栽培の

実証などに取り組んできました。特に自然資源を活かした事業では、町外からの参加

者も増え、可能性の広がりを実感しています。水の美しさをはじめとする地域の魅力

に触れる中で、その価値をどう伝え、次につなげていくかが重要だと感じています。

　今後も多様な関係者と連携しながら、地域の魅力を高める取り組みに挑戦していき

ます。
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 官民連携の挑戦

　令和３年から官民連携の手法で高原町の地域活性化に取り組んできました。民間企

業のノウハウを活かしながら地域商社の設立を支援し、ふるさと納税で稼げる土台を

作りました。また『企業版ふるさと納税』という制度を使って、町外の企業からの寄

付を集め（令和７年度は約 2700 万円）、新たな財源確保の道を開きました。さらに、

町外の企業に高原のサポーターになってもらうための取り組みを進めるため『企業版

関係人口づくり推進協議会』という団体を立ち上げ、約 70 社に加盟いただいています。

官民連携を通じて、高原町がもっと元気になるよう、これからも取り組みを続けてい

きます。
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村岡　浩司

 物語を紡ぐ挑戦の形（講評）
　本日の皆さんの発表を拝聴し、強く感じたことがあります。それは、この町には多くの魅力や素材が揃っ

ている一方で、それらをつなぐ『物語』がまだ十分に言語化されていないという点です。神話、水源、食、

たちばな、人のつながり。こうした要素を一つのストーリーとして紡ぎ、見える形にしていくことが、今

後重要になると感じました。実際に外からこの町を見ると、神秘的で特別な空気を感じます。水源を巡り、

その水で料理をし、人が集い語り合う。そうした体験は非常に尊いものでした。この価値を、ぜひ多くの

方と共有していきたいと思います。また、まちづくりにおいては、行政だけでなく、地域の事業者や専門人材、

企業などが連携し、共に課題を解決していくことが重要です。専門人材は『翻訳者』として、専門的な知

見を活かしながら、地域の想いを形にしていく役割を担います。

　今後は、この町の『ブランド』を確立していく必要があります。共感を生む言葉を見つけ、シビックプ

ライドを育て、地域資源を効果的に発信していく。そのためには、住民との対話を重ねながら、一つの軸

となるコンセプトをつくることが大切です。

　私自身、この町に通う中で『はじまりの地』という言葉が浮かびました。神話が歴史へとつながる場所、

水が命を育む場所。そうした意味を持つこの町の価値を、今後さらに深めていきたいと考えています。

Koji Muraoka
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令和７年度  専門人 材活動報告会
３月 26 日に行われた専門人材 報告会の内容を紹介します。

 つながりから生まれる挑戦

　高原町の事業共創専門官として活動し、１年目は「つながる・伝える・広がる」を

軸に土壌づくりに取り組んできました。若手事業者や移住者同士の交流の場として交

流会を開催し、新たなつながりや挑戦の芽が生まれつつあります。また、町内外での

PR 活動を通じて、高原町の魅力発信にも努めてきました。

　一方で、空き施設の利活用については、収益性や継続性といった課題も実感しまし

た。２年目はこれらの経験を踏まえ、宮崎市との連携を強化しながら、専門人材と地

域をつなぐ役割を担っていきたいと考えています。高原町が新たな挑戦の場となるよ

う、引き続き取り組んでまいります。

事業共創専門官

和田　花織

 関係人口の受入体制づくりに挑戦

　令和７年度より雇用戦略専門官として関わり、関係人口の受入体制づくりに取り組

んできました。特に課題であった滞在場所については、既存住宅の活用により拠点化

の目途が立ち、令和８年度から運用を開始できる見込みです。地域内外の人が交わる

場として、新たな交流の拠点づくりを進めていきます。また、移動手段の不足という

課題に対し、電動自転車などの導入を検討し、来訪者が町内を自由に巡れる環境づく

りを目指しています。さらに、人手不足の解消に向け、短期的に働くスポットワーカー

の受入れも進め、７年度は町外から 12 名が来訪しました。

　今後は、訪れた人が高原町の魅力をより深く感じ、再訪や関係の継続につながる仕

組みづくりに取り組んでいきたいと考えています。

雇用戦略専門官

飯田　瑠己
雇用戦略専門官

飯田　瑠己

 町の魅力を“商品”として届ける挑戦

　令和７年 1 月より副業型の専門人材として高原町に関わり、商品開発と販路拡大の

支援を行ってきました。約 1 年間で町内事業者約 10 社に対し、ヒアリングや商品づ

くりの助言を実施する中で、『たちばな』の認知や活用の難しさ、材料不足といった

課題を感じました。

　一方で、魅力ある素材や商品も多く、大きな可能性も実感しています。今後はオン

ライン相談会の実施や町外での販売機会の創出、さらに外部事業者との連携による商

品開発を進め、高原町の魅力を広く発信していきます。

物産開発専門官

宮田　紗良
物産開発専門官

宮田　紗良

 『誇りの言語化』に挑戦

　令和７年 10 月より魅力共創専門官として高原町に関わっています。私の役割は、

外に向けた PR ではなく、町に暮らす皆さんの中にある誇りや愛着を見つめ、それを

言葉として紡いでいくことです。今年度は『パターン・ランゲージ』という手法を活

用し、職員の皆さんとワークショップを実施しました。また、高原町の誇りを探るため、

町内６名へのインタビューを行い、生き方や価値観を丁寧に掘り下げています。そこ

から見えてきた言葉やエピソードを整理し、共通する価値を抽出しています。

　今後は対象者をさらに広げ、町民や子どもたちとも対話を重ねながら、高原町の魅

力を内側から言葉にし、共有できる形にしていきたいと考えています。

魅力共創専門官

阿部　有里
魅力共創専門官

阿部　有里

 企業連携による地域課題解決の挑戦

　私は企業派遣型の地域活性化企業人として令和６年７月から高原町にフルタイムで

関わっています。IT 企業での経験を活かし、既存事業者支援や新規創業の促進、特

に若者や女性が活躍できる産業づくりに取り組んできました。デジタルサービス導入

や教育版マインクラフト体験会など ICT 活用を推進し、関係人口の創出にも寄与して

います。加えて、地域内外をつなぐ新たな交流機会も創出しています。

　今後は企業リソースを生かした課題解決型事業の創出と、地域で働く選択肢として

IT 分野を広げ、若者の定着につなげるとともに、地域産業の持続的な発展にもつな

げていきます。

地域産業創生官

藤倉　優一
地域産業創生官

藤倉　優一

 地域資源を活かす挑戦

　東京の企業から派遣され、産業創生課で業務支援に携わっています。地元に近い高

原町で働けることに縁を感じながら、観光ガイド育成や森の体験活動、わさび栽培の

実証などに取り組んできました。特に自然資源を活かした事業では、町外からの参加

者も増え、可能性の広がりを実感しています。水の美しさをはじめとする地域の魅力

に触れる中で、その価値をどう伝え、次につなげていくかが重要だと感じています。

　今後も多様な関係者と連携しながら、地域の魅力を高める取り組みに挑戦していき

ます。

会計年度任用職員

野田　真也
会計年度任用職員

野田　真也

 官民連携の挑戦

　令和３年から官民連携の手法で高原町の地域活性化に取り組んできました。民間企

業のノウハウを活かしながら地域商社の設立を支援し、ふるさと納税で稼げる土台を

作りました。また『企業版ふるさと納税』という制度を使って、町外の企業からの寄

付を集め（令和７年度は約 2700 万円）、新たな財源確保の道を開きました。さらに、

町外の企業に高原のサポーターになってもらうための取り組みを進めるため『企業版

関係人口づくり推進協議会』という団体を立ち上げ、約 70 社に加盟いただいています。

官民連携を通じて、高原町がもっと元気になるよう、これからも取り組みを続けてい

きます。

産業官民連携推進官

吉田　雄人
産業官民連携推進官

吉田　雄人

Kaori Wada

Sara Miyata

Runa Iida

Yuri Abe

Yuichi Fujikura

Sinya Noda

Yuto Yoshida

一平ホールディングス
地域づくりアドバイザー

村岡　浩司
一平ホールディングス
地域づくりアドバイザー

村岡　浩司

 物語を紡ぐ挑戦の形（講評）
　本日の皆さんの発表を拝聴し、強く感じたことがあります。それは、この町には多くの魅力や素材が揃っ

ている一方で、それらをつなぐ『物語』がまだ十分に言語化されていないという点です。神話、水源、食、

たちばな、人のつながり。こうした要素を一つのストーリーとして紡ぎ、見える形にしていくことが、今

後重要になると感じました。実際に外からこの町を見ると、神秘的で特別な空気を感じます。水源を巡り、

その水で料理をし、人が集い語り合う。そうした体験は非常に尊いものでした。この価値を、ぜひ多くの

方と共有していきたいと思います。また、まちづくりにおいては、行政だけでなく、地域の事業者や専門人材、

企業などが連携し、共に課題を解決していくことが重要です。専門人材は『翻訳者』として、専門的な知

見を活かしながら、地域の想いを形にしていく役割を担います。

　今後は、この町の『ブランド』を確立していく必要があります。共感を生む言葉を見つけ、シビックプ

ライドを育て、地域資源を効果的に発信していく。そのためには、住民との対話を重ねながら、一つの軸

となるコンセプトをつくることが大切です。

　私自身、この町に通う中で『はじまりの地』という言葉が浮かびました。神話が歴史へとつながる場所、

水が命を育む場所。そうした意味を持つこの町の価値を、今後さらに深めていきたいと考えています。

Koji Muraoka

11  R8.5.1　No.781



最
終
頁
の
裁
ち
落
と
し
注
意

３
㎜
ず
ら
さ
な
い

　
『
誇
り
』
と
い
う
言
葉
を
聞
く
と
、

少
し
大
袈
裟
の
よ
う
に
感
じ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
で
す
が
、
こ
の
町
で
暮
ら
し
て
い

る
方
々
の
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
心

の
奥
底
に
静
か
に
、
け
れ
ど
も
確
か

な
熱
量
を
も
っ
て
そ
れ
が
存
在
し
て

い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
高
原
町
で
い
き
い
き
と

生
活
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
数
人
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
高
原
町
に
息
づ
く
『
誇
り
』

と
は
な
ん
な
の
か
、
解
き
明
か
し
て

い
き
た
い
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
語

ら
れ
た
内
容
か
ら
共
通
項
を
探
っ
て

い
く
と
、
そ
こ
に
あ
る
の
は

・
当
た
り
前
の
こ
と
を
、
変
わ
ら
ず

に
続
け
る
こ
と
。

・
誰
か
の
た
め
に
、
そ
っ
と
動
く
こ
と
。

・
受
け
継
い
で
き
た
も
の
を
、
次
の

世
代
へ
手
渡
し
て
い
く
こ
と
。

　
は
た
か
ら
見
る
と
特
別
に
見
え
る

す
ご
い
こ
と
で
も
、
ご
本
人
に
と
っ

て
は
他
愛
も
な
い
こ
と
だ
っ
た
り
す

る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
そ

う
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中
に
溶
け
込

ん
で
い
る
営
み
に
こ
そ
、『
誇
り
』
が

宿
る
の
で
は
な
い
か
と
。

　
皆
さ
ん
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ
『
ば

け
ば
け
』
を
ご
覧
に
な
っ
て
い
た
で

し
ょ
う
か
。
ヘ
ブ
ン
さ
ん
が
他
界
し

て
し
ま
い
、
お
ト
キ
ち
ゃ
ん
が
何
を

本
に
書
く
べ
き
か
悩
ん
で
い
る
と
き

に
母
上
が
こ
う
言
い
ま
す
。

「
あ
な
た
た
ち
に
は
あ
っ
た
で
し
ょ

う
？
　
『
他
愛
も
な
い
素
晴
ら
し
な
毎

日
』
が
」

　
こ
れ
を
聞
い
た
瞬
間
、
高
原
町
の

人
た
ち
か
ら
聞
い
た
話
が
思
い
出
さ

れ
、
鳥
肌
が
立
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
民
俗
学
者
で
『
忘
れ
ら
れ

た
日
本
人
』
の
著
者
で
あ
る
宮
本
常

一
は
、
人
々
の
普
段
の
暮
ら
し
の
中

に
こ
そ
価
値
が
あ
る
と
繰
り
返
し
述

べ
、
そ
の
日
々
の
営
み
を
見
つ
め
続

け
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
町
で
出
会
っ
た
方
々
の
語
り

も
ま
た
、
ご
本
人
た
ち
に
と
っ
て
は

当
た
り
前
の
日
常
の
積
み
重
ね
の
中

か
ら
立
ち
上
が
っ
て
く
る
も
の
で
、

そ
こ
に
は
人
の
心
を
惹
き
つ
け
る
『
な

に
か
』
が
に
じ
み
出
て
く
る
こ
と
を

感
じ
ま
し
た
。

　
今
回
か
ら
始
ま
る
連
載
で
は
、
高

原
町
で
暮
ら
す
方
々
の
語
り
を
通
し

て
、
そ
の
方
の
生
き
方
や
あ
り
方
に

触
れ
て
い
き
ま
す
。
確
か
に
そ
こ
に

あ
る
営
み
か
ら
出
て
く
る
素
敵
な
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
き
っ
か
け
に
、
皆
さ
ん

そ
れ
ぞ
れ
が
高
原
町
で
生
き
て
い
る

こ
と
に
改
め
て
思
い
を
馳
せ
ら
れ
る

よ
う
な
、
そ
ん
な
連
載
に
な
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
に
と
っ
て
、
高
原
町
で
暮

ら
す
中
で
大
切
に
し
て
い
る
も
の
は

何
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
こ
に
こ
そ
『
誇
り
』
は
息
づ
い

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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～語りの中に見えてくる、高原の『誇り』～

連載　プロローグ

高原町で生きる人々の物語

～語りの中にあった言葉たち～～語りの中にあった言葉たち～

日本の国を最初に治めた人が生まれた土地に生まれたん

だからっていう気持ちはある。

この味は我が家にしかない、オンリーワンのものだと思ってる。

32 年舞い続けた神楽、続けていくうちに山を見る

のと一緒の感じになってきた。

『がんばっちょんなぁ』と言われるとそれ

が嬉しくて頑張っちゃう。

自分の住んでるところに何か還元できないかなと思っ

て、高原に会社を作ろうって決めた。

来月号からは、お一人ずつの物語をお伝えしていきます。どうぞお楽しみに。

じいちゃんばあちゃん孝行ができるんだったらと思って始めた。

執筆：魅力共創専門官　阿部有里

ほほえみ館通信
　健康に関するわだいをお届けします　『自分の健康は自分で守りましょう』

【お問い合わせ先】 　　健康課健康推進係　☎ 42－４８２０

　気持ちいい季節に、からだも心もリフレッシュ　気持ちいい季節に、からだも心もリフレッシュ

　新緑がまぶしく、爽やかな季節がやってきました。この５月は気温も穏やかで、体を動かすのにぴったりの時期

です。さわやかな初夏の空気を感じながら、健康づくりに取り組んでみませんか？

健幸運動教室

【内　  容】

　　　　　 ・ 体操（初心者の方でも安心して楽しめる内容です）

　　　　　 ・ ヨガ（リラックス効果や柔軟性を高めるプログラム）

【対 象 者】   18 歳以上の高原町民。

　　　　 　  ※医師による運動制限のある方および高校在学者を除く。

【開催日時】

　　　　　 ・ 体操教室：第１、３、５火曜日　10 時～ 11 時

　　　　　 ・ ヨガ：毎週木曜日　10 時～ 11 時

　　　　 　  ※年末年始、お盆、祝祭日と重なる日は休みとなります。

【参 加 料】   無料

【特　　典】   教室終了後 30 分以内で『健康増進室』の運動機器をご利用いただけます。

【申し込み】   年度ごとの申し込み登録が必要です。

トレーニングコース

【内　　容】   健康増進室内のトレーニング機器を自由に利用できます。

【対 象 者】   18 歳以上の高原町民および高原町内に勤務されている方。

　　         ※医師による運動制限のある方および高校在学者を除く。

【利用時間】

　　　　　 ・ 火曜日：18 時～ 21 時

　         ・ 木曜日：18 時～ 21 時

　         ・ 土曜日：13 時～ 18 時

             ※年末年始、お盆、祝祭日と重なる日は休みとなります。

             ※利用は自由形式です。指導者は常駐しておりません。安全に配慮してご利用ください。

【料金】

           ・ １回券 200 円

　         ・ 11 回券 2000 円

【申し込み】   年度ごとの申し込み登録が必要です。

１回分お得！
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ほほえみ館通信
　健康に関するわだいをお届けします　『自分の健康は自分で守りましょう』

【お問い合わせ先】 　　健康課健康推進係　☎ 42－４８２０

　気持ちいい季節に、からだも心もリフレッシュ　気持ちいい季節に、からだも心もリフレッシュ

　新緑がまぶしく、爽やかな季節がやってきました。この５月は気温も穏やかで、体を動かすのにぴったりの時期

です。さわやかな初夏の空気を感じながら、健康づくりに取り組んでみませんか？

健幸運動教室

【内　  容】

　　　　　 ・ 体操（初心者の方でも安心して楽しめる内容です）

　　　　　 ・ ヨガ（リラックス効果や柔軟性を高めるプログラム）

【対 象 者】   18 歳以上の高原町民。

　　　　 　  ※医師による運動制限のある方および高校在学者を除く。

【開催日時】

　　　　　 ・ 体操教室：第１、３、５火曜日　10 時～ 11 時

　　　　　 ・ ヨガ：毎週木曜日　10 時～ 11 時

　　　　 　  ※年末年始、お盆、祝祭日と重なる日は休みとなります。

【参 加 料】   無料

【特　　典】   教室終了後 30 分以内で『健康増進室』の運動機器をご利用いただけます。

【申し込み】   年度ごとの申し込み登録が必要です。

トレーニングコース

【内　　容】   健康増進室内のトレーニング機器を自由に利用できます。

【対 象 者】   18 歳以上の高原町民および高原町内に勤務されている方。

　　         ※医師による運動制限のある方および高校在学者を除く。

【利用時間】

　　　　　 ・ 火曜日：18 時～ 21 時

　         ・ 木曜日：18 時～ 21 時

　         ・ 土曜日：13 時～ 18 時

             ※年末年始、お盆、祝祭日と重なる日は休みとなります。

             ※利用は自由形式です。指導者は常駐しておりません。安全に配慮してご利用ください。

【料金】

           ・ １回券 200 円

　         ・ 11 回券 2000 円

【申し込み】   年度ごとの申し込み登録が必要です。

１回分お得！
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お問い合わせ先

　ほほえみ館内　健康課健康推進係

　　　　　　　　　☎42-４８２０

　令和８年度国民健康保険人間ドック・脳ドックの事前の申込みを受け付けています。

　人間ドックは、検査項目が多く、健康状態を詳細にわたって把握できます。脳ドックについては脳に関

係する疾患の診断又は疾患のリスクの早期発見などに繋がります。対象者の方におかれましては、是非、

この機会をご利用のうえお申込みください。

　令和８年度国民健康保険人間ドック・脳ドックの事前申込みの概要は以下の通りです。

１ 対　象　者　　  35 歳から 74 歳までの高原町国民健康保険加入者の方

　　　　　　 　　  ※申込みができるのはどちらか 1つのドックとなります。

　　　　　　       ※特定健診、長寿健診、わけもん健診、一部がん検診等との重複受診はできません。

２ 健 診 期 間

３ 健診医療機関　  令和８年度高原町健 (検 )診案内を参照ください（対象者へ５月下旬発送予定）。　

                   西諸管内の指定医療機関になります。

４ 個人負担金等

５ 申 込 期 間　　 令和８年４月 15 日（水）～５月 15 日（金）

６ 申 込 方 法　　 上記申込期間は、ほほえみ館来館又は健康課への電話での申込み（42－４８２０）　　

　　　　　　 　　のいずれかの方法で申込みいただけます。

                   ※お手元に国民健康保険被保険者の資格確認ができるマイナンバーカード（マイナ   

                 　　保険証）と資格情報のお知らせ又は資格確認書を用意し、電話又は来館ください。

　　　　　　　　　 ※電話での申込みの場合は、後日お届けする申込書の提出が必要です。

７ 注 意 事 項　　 事前申込み受け付けは５月 15 日（金）で一旦終了いたします。

　　　　　　　　　 それ以降の受付方法は６月にお知らせします。

８ そ　の　他　　　ご不明な点がありましたら、お問い合わせ先へご連絡ください。

人間ドック

令和８年６月１日（月）～令和９年１月30日（土）

 ただし、川井田医院・高原病院は

令和８年６月１日（月）～令和９年３月31日（水）

脳ドック 令和８年６月１日（月）～令和９年１月30日（土）

検 診 名 医　療　機　関 町助成額 個人負担金

人間ドック
高 原 病 院 25,000円 7,000円

上 記 以 外 25,000円 9,445円

脳ドック
園田病院、野尻中央病院、
えびのセントロクリニック

30,000円 12,149円

令和８年度　国保人間ドック・脳ドックの事前申込みについて（お知らせ令和８年度　国保人間ドック・脳ドックの事前申込みについて（お知らせ））

地
域
お
こ
し
活
動
記

外
部
人
材
が
応
援
す
る

　４月１日、九州移住ドラフト会議2024-2025

で本町から指名を受け、このたび地域おこし協

力隊として着任された
めがの

目叶貴史さん。新たな挑

戦の場として高原町を選び、地域に新しい風を

吹き込んでいただきます。

　目叶さんのミッションは、『日本発祥の地』と

いう地域資源を生かした企画の立案やイベン

トの創出・運営です。地域の魅力を掘り起こし

ながら、人と人とをつなぐ取り組みを進め、に

ぎわいの創出や交流人口の拡大が期待されま

す。

　これから目叶さんがどのようなアイデアで

地域を盛り上げていくのか、今後の活躍に注目

が集まります。町民の皆さんとともに、新たな

高原町の魅力づくりが進んでいくことが期待

されます。

　４月１日、九州移住ドラフト会議2024-2025

をきっかけに本町へとご縁をいただいた寺田

愛理さんは、国の地域活性化起業人制度を活用

し、着任されました。

　魅力開拓専門官として、登山アプリ運用を手

掛ける㈱YAMAP認定のインタープリターガイド

の一員として活動され、本町の豊かな自然や風

景の価値を、訪れる人々にわかりやすく伝えて

いきます。

　これからは、実際に現地を歩きながら、自然

の成り立ちや地域ならではの魅力を丁寧に発

信し、新たな交流や関係人口の創出につなげて

いくことが期待されます。寺田さんの視点を通

した新たな魅力の発見に、ぜひご注目くださ

い。

地域おこし協力隊
目叶　貴史

魅力開拓専門官
寺田　愛理
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お問い合わせ先

　ほほえみ館内　健康課健康推進係

　　　　　　　　　☎42-４８２０

　令和８年度国民健康保険人間ドック・脳ドックの事前の申込みを受け付けています。

　人間ドックは、検査項目が多く、健康状態を詳細にわたって把握できます。脳ドックについては脳に関

係する疾患の診断又は疾患のリスクの早期発見などに繋がります。対象者の方におかれましては、是非、

この機会をご利用のうえお申込みください。

　令和８年度国民健康保険人間ドック・脳ドックの事前申込みの概要は以下の通りです。

１ 対　象　者　　  35 歳から 74 歳までの高原町国民健康保険加入者の方

　　　　　　 　　  ※申込みができるのはどちらか 1つのドックとなります。

　　　　　　       ※特定健診、長寿健診、わけもん健診、一部がん検診等との重複受診はできません。

２ 健 診 期 間

３ 健診医療機関　  令和８年度高原町健 (検 )診案内を参照ください（対象者へ５月下旬発送予定）。　

                   西諸管内の指定医療機関になります。

４ 個人負担金等

５ 申 込 期 間　　 令和８年４月 15 日（水）～５月 15 日（金）

６ 申 込 方 法　　 上記申込期間は、ほほえみ館来館又は健康課への電話での申込み（42－４８２０）　　

　　　　　　 　　のいずれかの方法で申込みいただけます。

                   ※お手元に国民健康保険被保険者の資格確認ができるマイナンバーカード（マイナ   

                 　　保険証）と資格情報のお知らせ又は資格確認書を用意し、電話又は来館ください。

　　　　　　　　　 ※電話での申込みの場合は、後日お届けする申込書の提出が必要です。

７ 注 意 事 項　　 事前申込み受け付けは５月 15 日（金）で一旦終了いたします。

　　　　　　　　　 それ以降の受付方法は６月にお知らせします。

８ そ　の　他　　　ご不明な点がありましたら、お問い合わせ先へご連絡ください。

人間ドック

令和８年６月１日（月）～令和９年１月30日（土）

 ただし、川井田医院・高原病院は

令和８年６月１日（月）～令和９年３月31日（水）

脳ドック 令和８年６月１日（月）～令和９年１月30日（土）

検 診 名 医　療　機　関 町助成額 個人負担金

人間ドック
高 原 病 院 25,000円 7,000円

上 記 以 外 25,000円 9,445円

脳ドック
園田病院、野尻中央病院、
えびのセントロクリニック

30,000円 12,149円

令和８年度　国保人間ドック・脳ドックの事前申込みについて（お知らせ令和８年度　国保人間ドック・脳ドックの事前申込みについて（お知らせ））
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高
原
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

等
運
営
協
議
会
委
員
を
公
募

　
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
第
10
期
介

護
保
険
事
業
計
画
・
認
知
症
施
策
推
進

計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
の
立
場
か
ら
公
益
性
の
あ
る
意

見
、
提
案
を
計
画
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
に
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

○
募
集
人
数
　
２
名
以
内

○
任
期
　

　
委
嘱
の
日
か
ら

　
令
和
11
年
３
月
31
日
ま
で

・ 

令
和
８
年
度
：
１
回
１
時
間
か
ら
１

時
間
３
０
分
程
度
の
会
議
｟
年
４
回
程

度
開
催
予
定
｠

・ 

令
和
９
年
度
、
令
和
10
年
度
：
１
回
１

時
間
程
度
の
会
議
｟
年
１
回
程
度
開
催

予
定
｠

○
報
酬
　
２
，０
０
０
円｟
１
回
｠

○
応
募
資
格
　

⑴
高
原
町
介
護
保
険
被
保
険
者
の
資
格

を
任
期
の
終
了
日
ま
で
有
す
る
見
込

み
が
あ
る
者

⑵
基
準
日
｟
令
和
８
年
５
月
29
日
｟
金
｠｠

に
お
い
て
満
40
歳
以
上
の
者

⑶
町
税
等
に
滞
納
の
な
い
世
帯
に
属
す

る
者

⑷
高
原
町
の
職
員
又
は
高
原
町
議
会
議

員
で
な
い
者

〇
選
考
方
法

　
書
類
審
査
に
よ
り
決
定
｟
選
考
結
果
は

各
応
募
者
に
通
知
し
、
公
表
し
ま
せ

ん
。｠

〇
公
募
期
間

　
５
月
１
日
｟
金
｠
か
ら
５
月
29
日
｟
金
｠

15
時
必
着
ま
で

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
課
高
齢
者
あ
ん
し
ん
係

　
☎
42‐

２
５
５
０

海
上
保
安
庁
職
員
募
集
案
内

〖
海
上
保
安
学
校
学
生
採
用
試
験
〗

　
令
和
９
年
４
月
採
用
　
高
卒
程
度

〇
受
付
期
間 ※

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付

　
７
月
10
日｟
金
｠～
７
月
23
日｟
木
｠

〇
試
験
日
　

・
第
一
次
試
験
日
　
９
月
27
日｟
日
｠

・
第
二
次
試
験
日
　

　
10
月
20
日｟
火
｠～
10
月
29
日｟
木
｠

・
最
終
合
格
発
表
　※

航
空
過
程
除
く

　
11
月
24
日｟
火
｠

・
第
三
次
試
験
日
　※

航
空
課
程
の
み

　
12
月
５
日｟
土
｠～
12
月
15
日｟
火
｠

・
最
終
合
格
発
表
　※

航
空
課
程
の
み

　
令
和
９
年
１
月
14
日｟
木
｠

〖
海
上
保
安
大
学
校
学
生
採
用
試
験
〗

　
令
和
９
年
４
月
採
用

〇
受
付
期
間 ※

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付

　
８
月
20
日｟
木
｠～
９
月
７
日｟
月
｠

〇
試
験
日
　

・
第
一
次
試
験
日

　
10
月
24
日｟
土
｠、10
月
25
日｟
日
｠　

・
第
二
次
試
験
日
　
12
月
11
日｟
金
｠

・
最
終
合
格
発
表

  

令
和
９
年
１
月
14
日｟
木
｠

　◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
第
十
管
区
海
上
保
安
本
部
総
務
部
人
事
課

　
☎
０
９
９‐

２
５
０‐

９
８
０
０

高
原
音
頭
を
子
ど
も
た
ち
に

伝
授
し
ま
し
ょ
う

　
５
月
23
日
｟
土
｠
の
運
動
会
に
向
け
て
、

高
原
小
学
校
の
児
童
た
ち
に
高
原
音
頭

の
踊
り
方
を
教
え
て
い
た
だ
け
る
方
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
一
緒
に

高
原
の
伝
統
芸
能
を
子
ど
も
た
ち
に
伝

承
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

〇
日
時

　
５
月
12
日｟
火
｠

　
午
前
９
時
35
分
～
午
前
10
時
20
分
　

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
総
務
課
社
会
教
育
係

　
地
域
学
校
協
働
活
動
事
務
局

　
☎
42‐

１
４
８
４

募
　
　
集

Town　Information

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
　
　
窓
口
の
開
設
に
つ
い
て

　
仕
事
や
学
業
な
ど
で
、
平
日
に
窓
口
へ

来
ら
れ
な
い
方
の
た
め
に
、
次
の
日
程
で

休
日
の
窓
口
開
設
を
実
施
し
ま
す
。

〖
５
月
の
休
日
開
庁
〗　

　※

事
前
予
約
が
必
要

○
日
時
　
５
月
24
日｟
日
｠

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

　
｟
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
｠

○
場
所
　
高
原
町
役
場
１
階

　
町
民
課
住
民
係

○
予
約
締
切
日
　
５
月
20
日｟
水
｠

　
午
後
５
時
ま
で

※

定
員
に
な
り
次
第
、
予
約
を
締
め
切

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
注
意
事
項

・
休
日
開
庁
に
つ
い
て
は
予
約
制
で
す

の
で
、必
ず
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

事
前
予
約
が
０
件
の
場
合
、
開
庁
い
た

し
ま
せ
ん
。

・
正
面
玄
関
は
施
錠
さ
れ
て
い
る
た
め
、

役
場
西
側
｟
小
学
校
側
｠
か
ら
お
入
り

く
だ
さ
い
。

・
窓
口
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

関
す
る
手
続
き
の
み
受
付
け
ま
す
。
各

種
証
明
書
の
発
行
や
住
民
異
動
届
は

受
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

・
15
歳
未
満
の
方
の
手
続
き
は
、
法
定
代

理
人
の
付
き
添
い
が
必
要
で
す
。
本
町

の
シ
ス
テ
ム
に
て
同
一
世
帯
の
続
柄

が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
、
法
定
代
理

人
と
本
人
の
関
係
を
確
認
で
き
る
戸

籍
謄
本
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
対
象
の

方
は
戸
籍
謄
本
を
事
前
に
ご
準
備
く

だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
課
住
民
係

　
☎
42‐

１
０
６
７
　

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
に
つ
い
て

　
火
縄
銃
や
日
本
刀
等
の
銃
砲
刀
剣
類

に
つ
い
て
は
、
原
則
所
持
が
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
美
術
品
も
し
く
は
骨
董

品
と
し
て
価
値
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
に
基

づ
き
登
録
す
る
こ
と
に
よ
り
、
所
持
す

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

　
家
屋
等
か
ら
発
見
さ
れ
た
場
合
は
、

所
轄
警
察
署
に
届
け
出
た
上
登
録
審
査

を
受
け
な
い
と
、
法
律
に
よ
り
処
罰
さ

れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
日
時

　
令
和
８
年
５
月
26
日
｟
火
｠

　
　
　
　
　
８
月
26
日
｟
水
｠

　
　
　
　
　
11
月
５
日
｟
木
｠

　
令
和
９
年
２
月
３
日
｟
水
｠

　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

○
場
所

　
宮
崎
県
庁
防
災
庁
舎

○
そ
の
他

　
火
縄
銃
等
の
古
式
銃
砲
の
登
録
診
査

は
、
５
月
・
11
月
の
み
で
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
宮
崎
県
教
育
庁
文
化
財
課

　
☎
０
９
８
５‐

26‐

７
２
５
０

自
動
車
税
の
納
期
限
は

　
　
　
　
６
月
１
日
で
す
！

　
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
、
宮
崎

運
輸
支
局
に
登
録
さ
れ
て
い
る
自
動
車

の
所
有
者
ま
た
は
使
用
者
に
課
税
さ
れ

ま
す
。
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

〇
納
付
方
法

・ 
金
融
機
関
、
県
税
・
総
務
事
務
所
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
ほ
か
、
ご
自
宅

等
で
も
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

か
ら
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
で
納
め
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
で
の
納
付

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
｟
Ｐ
Ａ

Ｙ
Ｐ
Ａ
Ｙ
、
楽
天
ペ
イ
、ａ
ｕ
Ｐ
ａ
ｙ
な

ど
、
約
20
種
類
が
対
応
可
能
｠、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン

グ
が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

●
早
め
が
い
っ
ち
ゃ
が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

　
６
月
１
日
｟
月
｠
ま
で
に
納
付
さ
れ
た

方
を
対
象
に
、
県
内
の
協
賛
店
で
特
典

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
宮
崎
県
自
動

車
税
「
早
め
が
い
っ
ち
ゃ
が
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
納
付
の
場
合
で
も
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
『
決
済
完
了
画
面
』
等
の
提
示
で
特

典
を
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
納
期
内
納
付

を
し
て
お
得
に
特
典
を
ゲ
ッ
ト
し
ま

し
ょ
う
。

●
減
免
制
度
に
つ
い
て

　
障
が
い
の
あ
る
方
の
た
め
に
使
用
す

る
自
動
車
で
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る

場
合
は
、
期
限
ま
で
の
申
請
に
よ
り
自
動

車
税
が
減
免
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
小
林
県
税
・
総
務
事
務
所

　
☎
23‐

３
１
９
４

お
知
ら
せ

まちの掲示板
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高
原
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

等
運
営
協
議
会
委
員
を
公
募

　
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
第
10
期
介

護
保
険
事
業
計
画
・
認
知
症
施
策
推
進

計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
の
立
場
か
ら
公
益
性
の
あ
る
意

見
、
提
案
を
計
画
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
に
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

○
募
集
人
数
　
２
名
以
内

○
任
期
　

　
委
嘱
の
日
か
ら

　
令
和
11
年
３
月
31
日
ま
で

・ 

令
和
８
年
度
：
１
回
１
時
間
か
ら
１

時
間
３
０
分
程
度
の
会
議
｟
年
４
回
程

度
開
催
予
定
｠

・ 

令
和
９
年
度
、
令
和
10
年
度
：
１
回
１

時
間
程
度
の
会
議
｟
年
１
回
程
度
開
催

予
定
｠

○
報
酬
　
２
，０
０
０
円｟
１
回
｠

○
応
募
資
格
　

⑴
高
原
町
介
護
保
険
被
保
険
者
の
資
格

を
任
期
の
終
了
日
ま
で
有
す
る
見
込

み
が
あ
る
者

⑵
基
準
日
｟
令
和
８
年
５
月
29
日
｟
金
｠｠

に
お
い
て
満
40
歳
以
上
の
者

⑶
町
税
等
に
滞
納
の
な
い
世
帯
に
属
す

る
者

⑷
高
原
町
の
職
員
又
は
高
原
町
議
会
議

員
で
な
い
者

〇
選
考
方
法

　
書
類
審
査
に
よ
り
決
定
｟
選
考
結
果
は

各
応
募
者
に
通
知
し
、
公
表
し
ま
せ

ん
。｠

〇
公
募
期
間

　
５
月
１
日
｟
金
｠
か
ら
５
月
29
日
｟
金
｠

15
時
必
着
ま
で

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
課
高
齢
者
あ
ん
し
ん
係

　
☎
42‐

２
５
５
０

海
上
保
安
庁
職
員
募
集
案
内

〖
海
上
保
安
学
校
学
生
採
用
試
験
〗

　
令
和
９
年
４
月
採
用
　
高
卒
程
度

〇
受
付
期
間 ※

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付

　
７
月
10
日｟
金
｠～
７
月
23
日｟
木
｠

〇
試
験
日
　

・
第
一
次
試
験
日
　
９
月
27
日｟
日
｠

・
第
二
次
試
験
日
　

　
10
月
20
日｟
火
｠～
10
月
29
日｟
木
｠

・
最
終
合
格
発
表
　※

航
空
過
程
除
く

　
11
月
24
日｟
火
｠

・
第
三
次
試
験
日
　※

航
空
課
程
の
み

　
12
月
５
日｟
土
｠～
12
月
15
日｟
火
｠

・
最
終
合
格
発
表
　※

航
空
課
程
の
み

　
令
和
９
年
１
月
14
日｟
木
｠

〖
海
上
保
安
大
学
校
学
生
採
用
試
験
〗

　
令
和
９
年
４
月
採
用

〇
受
付
期
間 ※

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付

　
８
月
20
日｟
木
｠～
９
月
７
日｟
月
｠

〇
試
験
日
　

・
第
一
次
試
験
日

　
10
月
24
日｟
土
｠、10
月
25
日｟
日
｠　

・
第
二
次
試
験
日
　
12
月
11
日｟
金
｠

・
最
終
合
格
発
表

  

令
和
９
年
１
月
14
日｟
木
｠

　◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
第
十
管
区
海
上
保
安
本
部
総
務
部
人
事
課

　
☎
０
９
９‐

２
５
０‐

９
８
０
０

高
原
音
頭
を
子
ど
も
た
ち
に

伝
授
し
ま
し
ょ
う

　
５
月
23
日
｟
土
｠
の
運
動
会
に
向
け
て
、

高
原
小
学
校
の
児
童
た
ち
に
高
原
音
頭

の
踊
り
方
を
教
え
て
い
た
だ
け
る
方
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
一
緒
に

高
原
の
伝
統
芸
能
を
子
ど
も
た
ち
に
伝

承
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

〇
日
時

　
５
月
12
日｟
火
｠

　
午
前
９
時
35
分
～
午
前
10
時
20
分
　

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
総
務
課
社
会
教
育
係

　
地
域
学
校
協
働
活
動
事
務
局

　
☎
42‐

１
４
８
４

募
　
　
集
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最
終
頁
の
裁
ち
落
と
し
注
意

３
㎜
ず
ら
さ
な
い

現住人口調査

令和８年４月１日現在

人口の動き

町の現住人口 前月比 前年同月比

総人口

男

女

世帯数

(人 )

( 人 )

( 人 )

( 世帯 )

7,645

3,630

4,015

3,538

-55 -335

-35 -153

-182

-８ -72

転入 33

転出 67 死亡 25

出生 ４

-20

●お問い合わせ先

警察安全相談　☎＃９１１０　小林警察署　☎23‐０１１０

３月の交通事故発生状況

３月の出動状況

１１０番
　　　だより

１１９番
　　　だより

物損　　14

人身　　１ 年計　　３

年計    35

●中央公民館図書室

　開室時間　平日　８：30 ～ 17：00　土日　10：00 ～ 16：00

　５月の閉室日　３日（日）～６日(水)、23日（土）

　※急遽、休みになる場合がございます。ご了承ください。

●お問い合わせ先　

　教育総務課社会教育係

　☎42-１４８４

まだ見ぬ一冊に

　 出会う旅

オススメ新着本　　

『アンゴルモア 元寇合戦記』シリーズ

（たかぎ七彦、KADOKAWA)

　３月中、高原町で火災

はありませんでした。

　火の取り扱いには十分注意しましょう。

火災　　０

救急　　37 年計　 118

年計　　６

　壱岐島の子ども達は、親から叱

られる時に「ムクリコクリが来る

ぞ。」と言われるそうです。『ムク

リ』とは『蒙古』、『コクリ』とは『高

句麗』を指すと言われ、鎌倉時代中

期に発生した、中国大陸の国家

『元』による日本への軍事侵攻、いわゆる『元寇(文永・

弘安の役)』が起源となります。特に大陸に近い対馬・

壱岐ではその被害は甚大で、実に多くの武士や島民が

惨殺されました。

　本書は、八幡神の霊験等を説く目的で鎌倉時代中期

に作られた『八幡愚童訓』をもとに、鎌倉から対馬に流

された流人達が対馬の武士達と力を合わせ、元の襲来

に立ち向かう姿を描いた物語です。

お知らせ

　中央公民館の図書は、みんなが読む本ですので、折れや破れ

がないよう大切に扱ってください。また、返却時に雨に濡れる

等の汚損や折り曲げや破れ等の破損があった場合は、弁償し

ていただくことになります。

　国家公安委員会や警察庁をかたり、

【緊急】あなたの個人情報が漏洩した可能性について

という不審なメールが全国で確認されています。

　メールでは「下記連絡先まで至急ご連絡ください」

と国家公安委員会警察庁の担当部署、携帯電話番号、

受付時間等の記載があります。

その他の新刊

○『タコ・イカが見ている世界』（吉田真明、創元社）

○『神秘的で美しい花図鑑』（山田隆彦、ナツメ社）

○『まぜて、冷やして、固めるだけ。ひんやりスイーツ』

　（吉川文子、成美堂出版）

至急
ご連
絡く
ださ
い。

担当
：国
家公
安委
員会

電話
：×
×-×

××
×

http
://〇
△□・

・・

国家公安委員会から個別の事件に関して連絡

することはありません！

メールが届いても返信や電話をしないでくだ

さい。

寄付 社会福祉協議会へ３月受付分

☆ありがとうございました。

役場分館高原小学校

高原
病院

町体
育館

図書室
★

香典返し（敬称略）

【遺族】　　　　【続柄】　　【故人】　　　【地区名】

日高　光浩　　 叔母　  柳　和子　   北狭野区

松岡　洋一　　　父    　 玄尚　　    花堂区

栢木　節子      夫       良雄       蒲牟田区

西川　スミ子    夫       昭男       鹿児山区

佐多　ミヨ子    夫       章市      上後川内区

森山　嘉洋      母       京子        小塚区

善意の寄付

広原小学校、後川内小・中学校 PTA、後川内中学校

後川内小学校

国家公安委員会・警察庁をかたる

不信メールに注意！！
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5 月のカレンダー

　

新
年
度
が
始
ま
り
、
気
づ
け

ば
も
う
５
月
。
取
材
で
町
を
回

る
と
、
新
緑
の
美
し
さ
に
足
を

止
め
つ
つ
、 

「
こ
れ
は
広
報
の

表
紙
に
な
る
か
も
」 

と
考
え
て

し
ま
う
の
は
、
も
は
や
職
業
病

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
春
の
行
事
や
地
域
の

話
題
を
取
材
す
る
中
で
、
人
の

温
か
さ
や
町
の
元
気
を
改
め
て

感
じ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

「
少
し
だ
け
」 

の
つ
も
り
で
立

ち
寄
っ
た
取
材
先
で
話
が
弾

み
、
予
定
を
オ
ー
バ
ー
す
る
の

も
、
こ
の
町
な
ら
で
は
の
う
れ

し
い
誤
算
で
す
。

　

４
月
に
は
新
規
採
用
職
員
も

入
庁
し
、
新
し
い
風
が
役
場
に

も
吹
い
て
い
ま
す
。
初
々
し
く

も
頼
も
し
い
姿
に
、
自
分
の
初

心
を
思
い
返
し
た
方
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん

な
新
た
な
一
歩
が
動
き
出
す
季

節
の
空
気
も
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日 曜 内　　容 場　　所 時　間 担当課

8 金

9 土 トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 健康課

10 日
リサイクル・有害・その他
のごみの日

各リサイクル
集積所 7:30 ～ 9:00 町民課

11 月 古紙リサイクルの日
もやせるごみ
収集地区の
各ごみ集積所

8:30まで 町民課

12 火

古紙リサイクルの日
もやせるごみ
収集地区の
各ごみ集積所

8:30まで 町民課

母子健康手帳交付 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課

トレーニングコース ほほえみ館 18:00 ～ 21:00 健康課

教育委員会定例会 町中央公民館 9:30 ～ 教育総務課

13 水 廃プラリサイクルの日 各ごみ収集所 8:30まで 町民課

14 木

古紙リサイクルの日
もやせるごみ
収集地区の
各ごみ集積所

8:30まで 町民課

健幸運動教室（ヨガ） ほほえみ館 10:00 ～ 11:00 健康課

トレーニングコース ほほえみ館 18:00 ～ 21:00 健康課

フードドライブ 役場
正面玄関前 10:00 ～ 12:00 健康課

15 金 古紙リサイクルの日
もやせるごみ
収集地区の
各ごみ集積所

8:30まで 町民課

16 土 トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 健康課

17 日

18 月

19 火

皇子原学園開講式 ほほえみ館
中研修室 9:30 ～ 11:00 教育総務課

健幸運動教室（体操） ほほえみ館 10:00 ～ 11:00 健康課

乳児健診 ほほえみ館
和室

13:00 ～ 13:30
受付 健康課

トレーニングコース ほほえみ館 18:00 ～ 21:00 健康課

20 水 廃プラリサイクルの日 各ごみ収集所 8:30まで 町民課

21 木
健幸運動教室（ヨガ） ほほえみ館 10:00 ～ 11:00 健康課

トレーニングコース ほほえみ館 18:00 ～ 21:00 健康課

22 金

23 土 トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 健康課

日 曜 内　　容 場　　所 時　間 担当課

24 日

25 月

26 火

トレーニングコース ほほえみ館 18:00 ～ 21:00 健康課

セルフケア講座【要予約】 ほほえみ館 10:00 ～ 11:00 健康課

母子健康手帳交付 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課

27 水 廃プラリサイクルの日 各ごみ収集所 8:30まで 町民課

28 木
健幸運動教室（ヨガ） ほほえみ館 10:00 ～ 11:00 健康課

トレーニングコース ほほえみ館 18:00 ～ 21:00 健康課

29 金

30 土 トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 健康課

31 日

6 月のカレンダー

1 月

2 火
健幸運動教室（体操） ほほえみ館 10:00 ～ 11:00 健康課

トレーニングコース ほほえみ館 18:00 ～ 21:00 健康課

3 水 もやせないごみの日 各ごみ集積所 8:30まで 町民課

4 木
健幸運動教室（ヨガ） ほほえみ館 10:00 ～ 11:00 健康課

トレーニングコース ほほえみ館 18:00 ～ 21:00 健康課

5 金

6 土 トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 健康課

7 日 美化センター臨時稼働日 霧島美化
センター 8:30 ～ 12:00 町民課

今月は、 固定資産税（１期）、

軽自動車税（全期） の納期です。
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広
報

　廣山ツミ子さんのお宅に咲くシャクナゲ。39

歳の若さで旦那さんを亡くされ、その年昭和

59年に植えられ、今年で42年を迎えました。

植栽当時は30センチほどでしたが、今では約3

メートルに成長。

　思い出とともに育ち、毎年美しい花を咲か

せています。

　本町の制度やサービス内容などの行政情報を掲載した『高原町

暮らしの便利帳』を発行しています。５月より配送業者が町内各

世帯へ配布しますので、ぜひご活用ください。

　本冊子は、町と㈱サイネックスの官民協働事業で発行しました

（本町の費用負担はなし）。広告を掲載いただいた事業者の皆さま、

誠にありがとうございました。

【内　容】高原町ガイド、庁舎案内、各行政手続き、生活ガイドなど

【配布について】

〇期　間：令和８年５月上旬～５月末（予定）

〇方　法：各世帯のポストへ投函

【その他】ご不明な点等ございましたら、お問い合わせください。

　本町の制度やサービス内容などの行政情報を掲載した『高原町

暮らしの便利帳』を発行しています。５月より配送業者が町内各

世帯へ配布しますので、ぜひご活用ください。

　本冊子は、町と㈱サイネックスの官民協働事業で発行しました

（本町の費用負担はなし）。広告を掲載いただいた事業者の皆さま、

誠にありがとうございました。

【内　容】高原町ガイド、庁舎案内、各行政手続き、生活ガイドなど

【配布について】

〇期　間：令和８年５月上旬～５月末（予定）

〇方　法：各世帯のポストへ投函

【その他】ご不明な点等ございましたら、お問い合わせください。

シャクナゲ

高原町　暮らしの便利帳　配布について高原町　暮らしの便利帳　配布について
2026 年度版

お問い合わせ先

　企画政策課　☎42-２１１５

　広報たかはるでは裏面を飾る皆さんからの情

報をお待ちしています。

　町内の美しい風景、珍百景、わが子の写真、

自慢の一品　などなど、どのようなものでも構

いません。次のとおりご応募ください。

〇応募方法　写真、コメントを下記連絡先へお  

            送りください。お電話いただけれ

　　　　　　ば撮影に伺うことも可能です！

〇連 絡 先　企画政策課　企画政策係

　　　　　  広報担当　☎42-２１１５

〇そ の 他　可能な限り掲載いたしますが、紙

　　　　　　面の都合上、掲載できない場合が

　　　　　　ございます。予めご了承ください。

facebook

　暮らしに役立つ情報の他、観光、商工業などの

ルンルンと楽しくなるような高原町のスポッ

トや食べ物、イベントなども発信しています！

高原町のＳＮＳをぜひご覧ください！

20広報たかはる


